











stein にプリュソヒノレト (Br.) という美しい女丈夫が君臨していることを知る。三通
りの武技で自分に勝った男性とでなければ結婚はしないと決めている物騒な女性であ
る。しかし，グンテノレはせ.ひ彼女を妥に迎えたいものと思う。ジーフリ ト(ジータフリ


















古エッタ・2) のいくつかの歌勾， ヴエノレスンガ ・サガ，.1)， ティドレタス ・サカ・叫 スノ







怪!'t7 -rーヴニノレを屠って宝をす三にした s.(北欧では Sigurdhr という名で登場す
る。クープ リト に相応する名ではない。)は，放をつづけるうちヒン〆ノレフィアノレη へさ
しかかる。山の上に火がもえさかっているようなので，行ってみると楯でかこんだ輝く
械であった。中に武装した一人の人物が眠っている。 s.が剣lで鎧を切りひらいてみる








どこにも記されていない。)へイミノレ王の城へ行く。 C玉の妃が Br.の妹なのである。 s.







グソナル王(グソテノレ)が Br.に求婚せんものと思いたつ。だがグγナ/レは Br. の城
をかこむ魔力をもった焔の墜をどうしても乗り越えられない。 s.が自分の乗馬グラニ
を1:したが結果は同じで，ついに s.はグ リームヒ ノレドから教わった術でグソナノレと姿
を交換し(姿を変えても目だけが変らないというのが，北欧伝説の特徴である)，城中







ては.S. と Br.の出会いは木来どこではじま っていたのだろうか。
3 
Heuslerはじめほとんどすべての研究者は， S. と Br. の二人がグンテノレの求婚の
時よりも古ijtこ婚約，もしくは結婚をしていたという話は，諸々の神話的エピソー ドと と
もに，北欧ではじめてつけられたものだと解釈している。 Heuslerは1り ここの所を彼
のいわゆる irankischesBrunhildliedに考え込んでいないし， de Boorl2) もはっきり
とドイツの作品でのその存在を否定している。しかし，もっともエネルギッヅユにこの
可能性をつぶそうと図っているのは Fr. Panzerである。彼は， 二人に前もって関係
があったなどと考える者は，Nbl. をよく読んでいないのだ， Str. 820で Br.が aller-
ersteに S. と会ったとあるではないか，s が Br のことを知っているというのは，
das transzendente Wissen des Marchenhelden， das keine Frage nach Woher 




しいことではない。)それに， Br. がこの副詞を口にするのは，クリエムヒノレ 卜との口論
の場においてである。いってみれば全篇中では半ば独立した部分である。S.の妥にたい
して怒りを含んで語る Br.の心理としては，こういう言葉が出てくるのもまた白然では









ったと考える方が自然である。 Nbl. を知っていたとたしかに思われるティドレクス ・
サガにしても，やはりここの所は，はっきり s.と Br. が古，ijに一度会ったことにして






















う種類の関係だったろうか。 S という人物にまつわる種々のエピソート'から見て， そ
れはまずメーノレヘソの世界に求められるべきものであることは確かだ。 Panzer が半世







しかし彼はここでもひとつ見落しをやっているようだ。つまり ，彼によれば18) S. は







その前にもう一度 S.とBrのはじめの関係を北欧の伝説からまとめてみると， Motiv 
としては大体次のようになる。多かれ少なかれ異常な情況の下で Heldは Heldinに


























でもその理由は明示されていない。 一旦英雄詩の世界に移行してしまっては， S.が Br.
を冶てるべきli由は容易に考え出せなかったからだろうか。 うっかりすると英雄 S.
のほまれに傷がつくからかもしれない。グリームヒノレド (Nbl. のウオテ)が S. に与
える忘れ薬などは，同じ精神による詩人の苦肉の策である。
そのあとに Erbteilungsformelがつづく。そして Nbl. では S. がこの場でうばっ
たかくれみので Br.を(もちろん自分のためではなくグンテノレ王のためにだが)獲得す
るのだから，まさに KHM92型との対比としては，おあつらえ向きと言わなくてはな



































ち，クリエムヒノレトを第1部第2部を通じての Heldinに仕立てあげる必要から， Br. 
という人物をただの敵役，クリエムヒルトの引き立て役としたのかもしれないというこ
と。 (Br.悲劇の絶頂をなすはずの， S.を追っての殉死もない。) もう一つは， n寺代の
Sittenの要説。つまり，キリス ト教化が進むうちにどうも具合が惑くなるような要素が




KHM92型の Heldin，北欧の伝説の Br.にはなにか紐自然的なものがある。 Held
にいろいろと有益な知識をさずけ，守り，時としては突き放す。こういうタイプの女性，
こういうタイプの伝説の奥にひそむ Vorstellung は何?とろうか。そこまで考えてみる







で E大な女がこちらへ歩んで来るのを見て， Vigfussの死を知る剖〉。 また， Halト
fr中dhrが死なんとする時，その fylgjukona(Folgerin -Weib)が武装した女丈夫の姿
であらわれ，その息子 Thorvaldrにたいし，以後はお前の fylgja となろうと言って
いる25)。ヴェノレス γ ガ ・サガ c.4でも， Signyが Siggeirと結婚したがらなかったの
は， kynfylgja (Sippe-)がそのために生ずるべき不幸を予言したからである。
エッダではへノレギ伝説閣の三人の女性がそれぞれ明らかに fylgjaである。作中グ7
ノレキュー レとはうたわれているが，これは fylgjaとvalkyrjaの二つの Vorstellungen
の間に埋ま界線をひきにくかったことを示すにすぎない。 Br. 白身も S. に将来を予言
し，また人生に有益な知恵をさずけているではないか。
この表象の深い根は古い Seelenglaubeに発していることはもちろんで， J.deVrie 
はローマの geniusがこれと非常に似たものと考えている均。くどいようだが，こうい
う Br.が S.のではなくグンテノレの萎になったということは，文学史の問題であって，
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